大腸菌外膜蛋白OmpA特異的マウスモノクローナル抗体の作製 by 阿部 義廣
Mouse monoclonal antibody specific for outer
membrane protein A of Escherichia coli
著者名 阿部 義廣
発行年 2016-03-18
URL http://hdl.handle.net/10470/00031829
主  論  文  の  要  旨  
Mouse monoclonal antibody specific for outer membrane protein A of  
Escherichia coli  
大腸菌外膜蛋白 OmpA 特異的マウスモノクローナル抗体の作製                         
                   東京女子医科大学大学院  
形態学系専攻微生物学免疫学分野  
（指導：八木  淳二教授）  
                     阿部  義廣  
Monoclonal Antibodies in Immunodiagnosis and Immunotherapy 雑誌  
 第 32 巻  第 1 号  32 頁〜 35 頁（平成 25 年 2 月 20 日発行）に掲載  
【要  旨】  
大腸菌の外膜蛋白 OmpA は自然免疫に対して様々な影響を及ぼす事が示唆さ
れている。そこで OmpA の機能分析に有用な材料となる抗 OmpA モノクローナル
抗体 (MAb)を作製しその機能解析を行った。大腸菌 ATCC25922 株のリコンビナン
ト蛋白 (rOmpA)を精製、マウスに免疫し脾細胞を用いてハイブリドーマ細胞を作
製し、抗 OmpA MAb を精製した。その結果、3 つのモノクローナル抗体が得られ、
そのうちの clone49.4-15 のアイソタイプは IgG2b であった。その後抗 OmpA MAb
の特異性を検討するため OmpA に対するウェスタンブロットを行った。結果、
MAb49.4-15 は rOmpA を特異的に認識し大腸菌 25922 株を加熱処理した可溶化分
画を用いた場合でも大腸菌の OmpA を認識した。共焦点レーザー顕微鏡により
MAb49.4-15 は特異的に大腸菌を認識し、RAW264.7 マクロファージによる大腸菌
の貪食を誘導する事を確認した。我々は以前に大腸菌のマウスへの反復投与で
自己免疫性膵炎様の病理所見を生じる事を報告してきた。しかしどのような機
構で大腸菌が自己免疫性膵炎を惹起するかは未だ不明である。今後は大腸菌の
OmpA が自然免疫系に及ぼす影響について検討し、自己免疫性膵炎の病態形成に
自然免疫系の活性化がどのように関与するのかを解明していく予定である。                                 
